
風
呂
と
湯
屋
　
第

回

楼
門
の
干
支
彫
刻
展
示

武
雄
温
泉
　

東
京
駅
前
に
十
二
支
そ
ろ
う

沖
縄
の
魅
力
生
か
す
集
客
事
業
観
光
　
　
　
　

メ
ニ
ュ
ー
開
発

おきなわ北部
観光推進協議会 台

湾
客
向
け
に
周
遊
バ
ス

滞
在
型
確
立
へ
商
品
開
発

南　都

八
重
山
に
着
地
型
ツ
ア
ー

ＪＡＬ　ＪＴＡセールス

Ｉ
Ｒ
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大
阪
で

日

外
国
人
観
光
客
の
地
方
誘
客
に
向
け
て（
上
）

寄
稿

外国人観光客の動向

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
フ
ォ
ー
ラ
ム

訪
日
市
場
の
動
向
な
ど
解
説

中国・四国の
アワード発表

楽天トラベル

学
生
観
光
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
に
桜
美
林
大
生

　
日
本
人
ほ
ど
風
呂
好
き
な
民
族

は
い
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
旅

行
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
が
温
泉
に

入
る
こ
と
と
い
う
の
も
、
他
の
国

で
は
な
か
な
か
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
々
は
、
温
泉
や

銭
湯
、
ま
た
は
自
宅
の
お
風
呂
な

ど
も
含
め
て
、
身
体
を
お
湯
に
沈

め
て
入
る
こ
と
を「
風
呂
に
入
る
」

と
い
う
。

　
し
か
し
、
じ
つ
は
こ
う
い
う
言

い
方
は
、
正
確
に
言
う
と
、
間
違

い
な
の
で
あ
る
。

　
「
風
呂
」
と
は
、
「
釜
風
呂
」

「
蒸
し
湯
」
な
ど
を
総
称
し
た
サ

ウ
ナ
の
よ
う
な
も
の
で
、
身
体
を

お
湯
に
浸
し
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
熱
い
蒸
気
が
い
っ
ぱ
い
の
所

で
汗
を
出
し
、
皮
膚
表
面
を
清
潔

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
、
「
風
呂
」
と
言
え

ば
こ
う
し
た
も
の
を
指
し
、
湯
船

に
浸
か
っ
て
の
ん
び
り
と
身
体
を

ふ
や
か
し
に
行
く
場
所
は「
湯
屋
」

と
呼
ば
れ
た
。
「
風
呂
」
と
「
湯

屋
」
は
、
ま
っ
た
く
別
々
の
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
正
徳
五
（
一
七
一

六
）
年
書
か
れ
た
「
洛
中
洛
外
湯

屋
数
風
呂
数
並
御
定
書
之
事
」
と

い
う
文
書
に
は
、

　
洛
中
湯
屋
数
　
五
十
八
軒

　
同
居
風
呂
数
　
　
十
二
軒

　
風
呂
屋
数
　
　
　
十
三
軒

　
塩
風
呂
数
　
　
　
　
五
軒

　
洛
外
湯
屋
数
　
　
十
三
軒

　
同
居
風
呂
数
　
二
十
三
軒

　
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
洛
中
洛

外
」
と
は
、
京
都
内
と
京
都
郊
外

の
こ
と
で
あ
る
。
「
同
居
」
と
い

う
の
は
「
湯
屋
」
と
「
風
呂
」
を

兼
ね
た
も
の
で
、
ど
ち
ら
も
使
う

こ
と
が
で
き
た
。ま
た「
塩
風
呂
」

は
、
身
体
中
に
塩
を
塗
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
殺
菌
・
解
毒
を
促
進
さ

せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
法

令
上
、
「
風
呂
」
と
「
湯
屋
」
は

別
物
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
鶴
の
『
好
色
一

代
男
』
に
は
、
大
坂
の
「
風
呂
」

や「
湯
屋
」の
風
景
が
見
え
る
し
、

式
亭
三
馬
の
『
浮
世
風
呂
』
に
は

江
戸
の
「
風
呂
」
「
湯
屋
」
が
描

か
れ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
な

ん
と
、
江
戸
時
代
の
人
び
と
は

「
風
呂
」に
入
る
時
も
「
湯
屋
」
に

入
る
時
も
、
決
し
て
丸
裸
に
な
っ

て
は
い
な
い
。
男
女
と
も
必
ず
褌

あ
る
い
は
下
帯
と
呼
ば
れ
る
も
の

を
身
に
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
現
代
の
よ
う
に
温
泉
に
入
る
の

に
も
丸
裸
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
時
代

に
軍
隊
が
で
き
て
兵
隊
さ
ん
が
裸

で
お
湯
に
入
っ
て
ゴ
シ
ゴ
シ
身
体

を
洗
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。

　
こ
ん
な
話
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か

ら
来
た
温
泉
好
き
の
友
達
に
話
す

と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ほ
と
ん
ど

の
家
に
は
サ
ウ
ナ
が
あ
る
、
日
本

で
は
「
風
呂
」
が
な
く
な
っ
て
家

に
は
「
湯
屋
」
が
作
ら
れ
た
ん
だ

ね
と
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
た
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
は
日
本
語
に

非
常
に
よ
く
似
た
言
葉
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
日
本
人
は
、

風
呂
・
湯
屋
好
き
と
い
う
と
こ
ろ

で
も
共
通
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

（
中
国
学
博
士
。
大
東
文
化
大
文

学
部
准
教
授
。
著
書
に
「
漢
字
は

す
ご
い
」
＝
講
談
社
現
代
新
書
な

ど
多
数
）

実証実験でシャトルバスと周遊バスを運行

南部エリアには観光資源が充実

与
那
国
島
の
ク
バ
の
葉
弁
当（
左
、撮
影
・

今
村
治
華
）と
ヨ
ナ
グ
ニ
ウ
マ
の
乗
馬

（
右
、同
・
地
島
大
樹
）

　
観
光
事
業
者
な
ど
で
つ
く

る
「
お
き
な
わ
北
部
観
光
推

進
協
議
会
」
（
会
長
＝
川
添

博
明
・
北
部
観
光
バ
ス
専
務
）

は
、北
部
地
域〝
や
ん
ば
る
〟

の
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
「
統
合
型
や
ん
ば
る
観

光
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
交
通
網
の
整
備
に

向
け
た
実
証
実
験
や
着
地
型

観
光
商
品
の
開
発
な
ど
に
着

手
。
将
来
的
に
は
北
部
の
観

光
、
移
動
を
手
配
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
拠
点
を
名
護
市

に
常
設
し
た
い
考
え
だ
。

　
交
通
網
の
整
備
で
は
、
台

湾
か
ら
の
旅
行
者
を
対
象
に

し
た
実
証
実
験
と
し
て
、
那

覇
空
港
―
名
護
間
を
結
ぶ
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
と
、
北
部
地
域

を
巡
る
周
遊
バ
ス
を
１
月


日
～
２
月
２
日
の
期
間
に
運

行
。
台
湾
か
ら
の
就
航
便
に

合
わ
せ
て
１
日
２
～
４
便
運

行
し
、
利
用
状
況
や
周
遊
へ

の
効
果
を
検
証
す
る
。

　
周
遊
バ
ス
は
利
便
性
の
向

上
と
と
も
に
、
北
部
各
地
に

足
を
運
ん
で
も
ら
う
の
が
狙

い
。
美
ら
海
水
族
館（
本
部

町
）方
面
の「
西
線
」、神
話
の

舞
台
で
も
あ
る
美
し
い
自
然

が
広
が
る
大
石
林
山（
国
頭

村
）・
古
宇
利
島（
今
帰
仁
村
）

方
面
の
「
中
央
線
」
、
名
護

市
や
恩
納
村
の
リ
ゾ
ー
ト
エ

リ
ア
を
結
ぶ
「
東
線
」
の
３

路
線
を
設
定
し
た
。

　
国
内
外
の
旅
行
者
を
対
象

に
し
た
着
地
型
観
光
の
活
性

化
で
は
、
名
桜
大
学
（
名
護

市
）
の
学
生
を
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
北
部
の
地
域
資
源
に
対

す
る
意
見
を
聞
い
た
ほ
か
、

台
湾
を
含
む
県
外
の
旅
行
会

社
の
担
当
者
を
招
い
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
予
定
。

い
ず
れ
も
新
た
な
観
光
商
品

の
開
発
に
生
か
す
。

　
交
通
網
や
着
地
型
観
光
商

品
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
と

同
時
に
、
観
光
商
品
の
提
案

や
販
売
、
交
通
機
関
の
手
配

な
ど
を
担
う
「
観
光
情
報
・

交
通
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）

を
名
護
市
に
設
置
し
、
北
部

周
遊
観
光
の
拠
点
と
す
る
た

め
の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

　
計
画
全
体
は
今
年
度
か
ら

３
～
５
カ
年
。
同
協
議
会
の

川
添
会
長
は
「
実
証
実
験
な

ど
を
通
じ
広
域
で
の
観
光
振

興
策
を
探
り
た
い
。
予
算
、

人
員
を
含
め
た
推
進
態
勢
も

課
題
で
協
議
会
の
法
人
化
な

ど
を
検
討
す
る
」
と
話
す
。

　
沖
縄
観
光
の
振
興
な
ど
に
取
り
組
む
民
間
の
事
業
を
沖

縄
県
が
支
援
す
る
「
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
４
年
目
の

今
年
度
は

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
観

光
メ
ニ
ュ
ー
開
発
」を
目
的
と
し
た
３
事
業
を
紹
介
す
る
。

（
問
い
合
わ
せ
は
、
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
☎
０
９

８
・
８
６
２
・
４
４
１
４
、mail@genkiproject.jp

、
ま

た
は
「
沖
縄
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
検
索
）

　
南
部
エ
リ
ア
へ
の
宿
泊
に

つ
な
が
る
着
地
型
旅
行
商
品

の
造
成
、
販
売
な
ど
を
推
進

す
る
事
業
に
、
お
き
な
わ
ワ

ー
ル
ド
な
ど
の
観
光
施
設
を

運
営
す
る
南
都
（
那
覇
市
）

が
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域

の
観
光
協
会
や
事
業
者
で
構

成
す
る
開
発
委
員
会
を
設

置
。
資
源
を
磨
き
上
げ
て
Ｐ

Ｒ
し
、
国
内
外
の
観
光
客
の

誘
致
拡
大
を
目
指
す
。

　
沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客
の

多
く
が
那
覇
以
北
の
北
部
リ

ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
に
宿
泊
し
、

南
部
エ
リ
ア
で
の
観
光
は
通

過
型
と
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
。
こ
う
し
た
状
況
を
変
え

よ
う
と
、
着
地
型
旅
行
を
確

立
し
、
南
部
エ
リ
ア
の
新
た

な
楽
し
み
方
を
提
案
す
る
。

　
南
部
エ
リ
ア
は
、
那
覇
市

に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
り
な

が
ら
、
昔
な
が
ら
の
自
然
や

文
化
が
色
濃
く
残
る
。
例
え

ば
、
鍾
乳
洞
が
崩
壊
し
て
で

き
た
谷
間
に
広
が
る
森
「
ガ

ン
ガ
ラ
ー
の
谷
」は
、近
年
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
人
気
を
集

め
て
い
る
。

　
南
都
総
務
部
企
画
課
の
中

村
明
男
係
長
は
「
南
部
エ
リ

ア
に
は
宿
泊
や
滞
在
時
間
の

延
長
に
つ
な
が
る
可
能
性
を

秘
め
る
資
源
が
数
多
く
あ

る
。
他
に
な
い
地
域
の
価
値

を
提
案
し
た
い
」
と
語
る
。

　
事
業
全
体
は
今
年
度
か
ら

３
～
５
カ
年
計
画
で
、
官
民

一
体
の
地
域
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
推
進
。
昨
年


月
に
は
、
南
城
市
観
光
協
会

を
は
じ
め
南
部
エ
リ
ア
の
宿

泊
施
設
や
観
光
施
設
の
担
当

者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
開
発

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　
開
発
委
員
会
は
ま
ず
、
地

域
の
魅
力
を
再
点
検
し
、
着

地
型
旅
行
商
品
へ
と
磨
き
上

げ
る
資
源
を
絞
り
込
む
。
都

市
部
の
消
費
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
も
参

考
に
す
る
ほ
か
、
２
、
３
月

中
に
は
台
湾
を
含
む
国
内
外

の
旅
行
業
の
担
当
者
を
招
請

し
て
地
域
を
見
て
も
ら
い
、

意
見
を
聞
く
予
定
。

　
次
年
度
以
降
は
、
着
地
型

旅
行
商
品
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
な
ど
を
実
施
し
、
参
加
者

の
反
応
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に

改
善
を
加
え
て
い
く
。

　
着
地
型
旅
行
商
品
の
ほ

か
、
土
産
品
の
開
発
に
も
取

り
組
む
。
関
係
企
業
と
連
携

し
て
テ
ス
ト
販
売
な
ど
も
実

施
す
る
計
画
だ
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
・
Ｊ
Ｔ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
旅
行
事
業
を
担
う
Ｊ
Ａ

Ｌ
　
Ｊ
Ｔ
Ａ
セ
ー
ル
ス
は
、

自
然
や
文
化
、
食
な
ど
の
島

の
「
宝
」
を
大
切
に
、
八
重

山
諸
島
を
舞
台
に
着
地
型
ツ

ア
ー
の
開
発
、
販
売
を
進
め

て
い
る
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対

策
や
地
産
地
消
の
促
進
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
元
の

人
た
ち
と
と
も
に
、
地
域
の

宝
を
見
つ
め
直
し
、
通
年
型

の

コ
ー
ス
を
造
成
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、
在
来
種

の
小
型
馬
、
ヨ
ナ
グ
ニ
ウ
マ

と
触
れ
合
う
コ
ー
ス
、
古
民

家
で
民
具
づ
く
り
を
体
験

し
、
地
元
の
伝
統
的
な
食
材

を
使
っ
た
昼
食
を
堪
能
す
る

コ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。

　
農
耕
馬
と
し
て
島
の
生
活

を
支
え
て
き
た
ヨ
ナ
グ
ニ
ウ

マ
は
、
今
で
も
乗
馬
な
ど
を

通
じ
て
住
民
と
心
を
通
わ
せ

て
い
る
。
ツ
ア
ー
で
は
浜
や

牧
場
で
馬
に
乗
っ
た
り
、
馬

と
い
っ
し
ょ
に
海
に
浸
か
っ

て
遊
ん
だ
り
で
き
る
。

　
民
具
づ
く
り
体
験
は
、
築

約

年
の
赤
瓦
屋
根
の
古
民

家
で
、
与
那
国
島
を
代
表
す

る
木
、
ク
バ
（
ビ
ロ
ウ
）
の

葉
を
使
っ
て
、
う
ち
わ
や
玩

具
を
製
作
。
昼
食
は
ク
バ
の

葉
弁
当
。
沖
縄
本
島
で
は
食

さ
れ
な
い
ク
バ
や
滋
味
豊
か

な
長
命
草
を
使
っ
た
チ
ャ
ン

プ
ル
ー
（
炒
め
物
）
、
天
ぷ

ら
な
ど
が
味
わ
え
る
。

　
石
垣
島
に
は
、
サ
ン
ゴ
の

石
垣
が
美
し
い
白
保
地
区
で

「
ま
ち
ま
ー
い
」
を
楽
し
む

コ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
ち
ま
ー

い
は
散
策
を
意
味
す
る
方

言
。
地
区
の
お
年
寄
り
を
ガ

イ
ド
に
昔
話
を
聞
き
な
が

ら
、
伝
統
的
な
祭
祀
の
場
所

「
御
嶽
」
な
ど
を
巡
る
。
ガ

イ
ド
の
多
く
は

歳
以
上
の

住
民
。
那
覇
観
光
で
人
気
の

「
那
覇
ま
ち
ま
ー
い
」
に
参

加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
ガ
イ

ド
の
研
修
を
積
ん
だ
。

　
こ
れ
ら
の
着
地
型
ツ
ア
ー

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
時
を
旅
す
る
、
八
重
山
」

を
作
成
。
県
外
の
旅
行
会
社

の
商
品
に
組
み
込
ん
で
も
ら

お
う
と
、
１
月
に
２
回
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、

約

人
が
参
加
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
　
Ｊ
Ｔ
Ａ
セ
ー
ル

ス
の
小
浜
琢
也
総
務
部
長
は

「
八
重
山
の
魅
力
は
美
し
い

海
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
だ
け
で
は

な
い
。
沖
縄
本
島
と
も
異
な

る
独
自
の
自
然
や
文
化
を
多

く
の
人
に
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（１０）第２７３８号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）２月８日（土曜日）

　
佐
賀
県
観
光
連
盟
は
１
日
、
県
観
光
イ
ベ
ン
ト
「
泊
・
食
（
ぱ
く
ぱ
く
）
佐
賀
旅

フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
東
京
」
を
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
前
の
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
（
東
京
都
千

代
田
区
）
で
開
催
し
た
。
会
場
に
は
、
同
駅
丸
の
内
を
設
計
し
た
建
築
家
、
辰
野
金

吾
（
１
８
５
４
～
１
９
１
９
）
が
手
掛
け
た
武
雄
温
泉
（
同
県
武
雄
市
）
の
楼
門
の

干
支
彫
刻
が
展
示
さ
れ
、
彫
刻
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
た
。

干支彫刻の除幕式。（左から）ＪＲ東日本建築
設計事務所の清水正人さん、辰野金吾のひ孫
の辰野智子さん、武雄温泉株式会社の田中隆
一郎社長、県観光連盟の脇山行人専務理事

　
日
本
経
済
は
、
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
の
二
十
数
年
間
を
低

迷
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
界
は

低
迷
以
上
よ
り
深
刻
な
衰
退

の
二
十
数
年
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　
１
９
９
０
年
代
、
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
集
ま
り

で
あ
っ
た
日
観
連
、
国
観
連

に
加
盟
し
て
い
た
軒
数
は
１

万
軒
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

２
０
１
２
年

月
１
日
に
発

足
し
た
両
組
織
の
合
体
で
あ

る
「
日
本
旅
館
協
会
」
に
加

盟
し
て
い
る
ホ
テ
ル
・
旅
館

の
軒
数
は
３
４
０
０
軒
に
す

ぎ
な
い
。
こ
の
原
因
は
何
な

の
か
。
後
継
者
の
問
題
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
、
ま
た
、
大
手

チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
買
収
や
Ｍ

＆
Ａ
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
主
た
る
原
因
は
国
内

旅
行
需
要
の
減
少
・
停
退
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
か
ら
海
外
に
出
国
し

た
人
数
は
２
０
０
０
年
以

降
、

年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行

の
年
を
除
け
ば
１
５
０
０
万

人
の
水
準
に
達
し
て
い
る
。

一
方
、
訪
日
外
国
人
の
数
は

７
０
０
万
か
ら
８
０
０
万
人

の
水
準
を
行
き
来
し
て
い
る

状
況
だ
。

　
無
論
、
国
と
し
て
も
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
た
訳
で
は
な

く
、

年
に
は
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
、

年
に
は
訪

日
観
光
客
数
１
千
万
人
を
目

指
し
て
い
た
。
し
か
し
、


年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、


年
の
東
日
本
大
震
災
の
影

響
か
ら
達
成
で
き
な
か
っ

た
。

　
海
外
旅
行
の
価
格
が
下
が

り
出
掛
け
や
す
く
な
っ
た
半

面
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
が

低
迷
し
た
こ
と
が
、
国
内
旅

行
需
要
の
減
少
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
よ
う
や
く
政
府
も
観
光
庁

を
設
置
し
、

年
に
２
千
万

人
、

年
に
は
３
千
万
人
の

訪
日
観
光
客
の
受
け
入
れ
の

計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
日
本
へ
の
外
国
人
入
国
者

数
は
世
界

位
で
、
隣
の
韓

国
で
は

年
に
１
千
万
人
を

越
え
、

位
の
ラ
ン
ク
に
あ

る
。

　
し
か
し
、
日
本
ほ
ど
安
全

で
危
険
も
な
く
イ
ン
フ
ラ
も

整
っ
て
い
る
国
は
な
い
。
世

界
遺
産
、
文
化
遺
産
も
多
く

観
光
資
源
も
世
界
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
さ
ら
に
、

年
に

は
富
士
山
の
世
界
遺
産
、
和

食
の
文
化
遺
産
登
録
な
ど
海

外
か
ら
注
目
を
浴
び
る
出
来

事
が
続
き
、
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
は

年
の
東
京
五
輪
の
開

催
決
定
だ
。

　
今
年
以
降
、

年
に
向
か

っ
て
訪
日
観
光
客
が
増
え
る

環
境
は
整
っ
た
と
言
え
る
。

こ
れ
か
ら
は
大
都
市
圏
を
訪

れ
る
外
国
人
を
い
か
に
地
方

に
呼
び
込
む
か
、
ま
た
、
地

方
を
訪
れ
た
外
国
人
を
受
け

入
れ
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
が
い

か
に
接
遇
す
る
か
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
機
会
を
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
捉
え
、
継
続
し

て
地
方
に
外
国
人
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
施
策
が
重
要
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
次
回
は
リ
ゾ
ー
ト
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
が
外
国
人
観
光
客

を
受
け
入
れ
る
た
め
に
外
国

人
従
業
員
を
雇
用
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

　
（
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
長
・
平

林
正
次
）

ＪＮＴＯのフォーラム

展
示
さ
れ
た「
午
」と「
子
」

の
干
支
彫
刻

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
は
１
月


日
、
顕
著
な
宿
泊
実
績
を
収

め
た
施
設
と
利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
評
価
が
高
か
っ
た
施

設
を
表
彰
す
る
「
楽
天
ト
ラ

ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
３
」

の
中
国
・
四
国
地
区

施
設

を
発
表
し
た
。

　
受
賞
施
設
は
次
の
通
り
。

　【
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
】

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
＝
ホ
テ
ル

川
六
エ
ル
ス
テ
ー
ジ
、
金
賞

＝
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
福

山
駅
前
、
銀
賞
＝
ア
ー
バ
イ

ン
広
島
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
、

敢
闘
賞
＝
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ

テ
ル
高
知
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

ホ
テ
ル
広
島
大
手
町
、
ツ
ー

リ
ス
ト
イ
ン
高
知
、
お
客
様

ア
ン
ケ
ー
ト
大
賞
＝
ビ
ジ
ネ

ス
旅
館
多
津
美

　
【
レ
ジ
ャ
ー
部
門
】
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
賞
＝
皆
生
温
泉
皆

生
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
海
の

四
季
、
金
賞
＝
道
後
や
や
、

銀
賞
＝
峡
谷
の
湯
宿
大
歩
危

峡
ま
ん
な
か
、
敢
闘
賞
＝
鳴

門
海
月
、
湯
ノ
浦
温
泉
ホ
テ

ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
汐
の
丸
、
湯

元
さ
ぬ
き
瀬
戸
大
橋
温
泉
せ

と
う
ち
そ
う
、
お
客
様
ア
ン

ケ
ー
ト
大
賞
＝
前
島
旅
館
唐

琴
荘
。

　
【
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門
】
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
＝
三
井
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
広
島
、
金
賞
＝

道
後
温
泉
オ
ー
ル
ド
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
道
後
山
の
手
ホ
テ

ル
、
銀
賞
＝
皆
生
温
泉
海
色

・
湯
の
宿
松
月
、
敢
闘
賞
＝

呉
阪
急
ホ
テ
ル
、
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
モ
ア
ナ
コ
ー
ス
ト
、

道
後
温
泉
茶
玻
瑠
、
お
客
様

ア
ン
ケ
ー
ト
大
賞
＝
ケ
ー
オ

ー
ホ
テ
ル

　
【
リ
ト
ル
ス
タ
ー
賞
】
湯

原
温
泉
我
無
ら
ん

　
【
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

賞
】
鳴
門
海
月

　
同
駅
舎
ド
ー
ム
天
井
に
は

８
種
類
の
干
支
彫
刻
が
あ
る

が
、
な
ぜ
残
り
の
４
種
類
が

な
い
の
か
は
大
き
な
謎
だ
っ

た
。
２
年
前
に
駅
舎
復
元
工

事
を
担
当
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本

設
計
事
務
所
、
清
水
正
人
さ

ん
が
辰
野
の
建
築
物
を
見
学

し
て
復
元
の
参
考
に
し
よ
う

と
楼
門
を
見
た
時
、
４
種
類

の
干
支
彫
刻
が
同
駅
の
８
種

類
の
彫
刻
と
合
わ
せ
る
と
十

二
支
に
な
る
と
気
付
い
た
。

　
会
場
で
は
、
楼
門
の
干
支

彫
刻
の
う
ち
、
取
り
外
せ
る

「
午
」
「
子
」
の
現
物
と
、

取
り
外
せ
な
い「
酉
」「
卯
」

の
写
真
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ

た
。
楼
門
は
国
の
重
要
文
化

財
の
た
め
、
文
化
庁
の
許
可

を
得
た
上
で
運
び
込
ん
だ
と

い
う
。
こ
れ
は
、
今
年
が
東

京
駅
完
成
１
０
０
年
、
来
年

が
楼
門
完
成
１
０
０
年
に
な

る
の
を
記
念
し
、
東
京
で
十

二
支
を
そ
ろ
え
よ
う
と
企
画

さ
れ
た
。

　
会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、
県

内
８
市
町
の
特
産
品
販
売
や

コ
ン
サ
ー
ト
、
各
市
町
と
佐

賀
空
港
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、

来
場
者
に
佐
賀
へ
の
旅
行
を

呼
び
か
け
た
。

【
大
城
登
志
和
】

　
大
阪
府
主
催
の
「
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
に
つ
い

て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が

日
、
エ
ル
・
お
お
さ
か

（
大
阪
市
中
央
区
北
浜
東
）

で
開
催
さ
れ
る
。カ
ジ
ノ
を

含
む
Ｉ
Ｒ
の
実
現
に
向
け
た

動
き
が
進
む
中
、
講
演
な
ど

を
通
じ
て
多
様
な
視
点
か
ら

Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
入
場
無
料
。
時
間
は
、
午

後
６
時
半
開
演
。
定
員
は
２

０
０
人（
事
前
申
し
込
み
、先

着
順
）。大
阪
府
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
か
ら
申
し
込
め

る
。締
め
切
り
は
２
月

日
。

　
講
演
の
講
師
と
内
容
は
次

の
通
り
。

　
栗
田
朗
氏
（
博
報
堂
Ｉ
Ｒ

／
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
室
担
当
部

長
）
「
Ｉ
Ｒ
っ
て
何
だ
ろ
う

？
」
▽
橋
爪
紳
也
氏
（
大
阪

府
市
特
別
顧
問
、
大
阪
府
立

大
学
観
光
産
業
戦
略
研
究
所

所
長
）
「
Ｉ
Ｒ
に
関
す
る
大

阪
の
取
組
み
」
▽
美
原
融
氏

（
大
阪
商
業
大
学
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
産
業
研
究
所
所

長
）
「
Ｉ
Ｒ
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
」
▽
船
橋
新
太

郎
氏
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の

未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

「
医
学
的
立
場
か
ら
の
依
存

症
」

　
問
い
合
わ
せ
は
、
大
阪
府

都
市
魅
力
・
観
光
課
☎
０
６

（
６
２
１
０
）
９
２
２
４
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
は
１
月

、

日
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
旅
行
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
東
京
都
文
京
区
の
ホ
テ

ル
椿
山
荘
東
京
で
開
い
た
。

観
光
関
係
企
業
や
地
方
自
治

体
な
ど
延
べ
約
９
０
０
人
が

参
加
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
松
山
良

一
理
事
長
が
訪
日
旅
行
市
場

の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
講

演
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の

海
外
事
務
所
長
ら
が
市
場
動

向
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
講
演
で
松
山
理
事
長
は
、

訪
日
観
光
の
課
題
に
つ
い
て

「
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
な
ど
で

日
本
の
観
光
魅
力
は
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
人

旅
行
者
数
は
世
界
で

位

（
２
０
１
２
年
）
に
と
ど
ま

る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
取
り
組
み
が
必
要
」
と
指

摘
。
情
報
発
信
や
受
け
入
れ

態
勢
の
強
化
に
よ
る
潜
在
市

場
の
開
拓
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保
、
消
費
額
の
拡
大
な
ど

の
施
策
を
重
要
視
し
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
２
千

万
人
の
実
現
に
向
け
て
は
観

光
関
係
者
に
対
し
、
①
地
域

観
光
資
源
の
掘
り
起
し
②
受

け
入
れ
対
策
の
充
実
に
よ
る

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
客
）
対
応
と

リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
③
受
け
入

れ
マ
イ
ン
ド
の
向
上
、
意
識

改
革
―
を
期
待
し
た
。

　
ま
た
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
に
関
し
、
来
年
度

予
算
か
ら
執
行
権
限
が
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
を

報
告
。
観
光
庁
が
企
画
・
実

施
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
監
督
と
い

う
現
状
か
ら
、
観
光
庁
が
企

画
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
発
注
、
実

施
と
い
う
態
勢
に
変
わ
る
。

松
山
理
事
長
は
「
現
地
の
航

空
会
社
や
旅
行
会
社
と
連
携

し
た
機
動
的
な
取
り
組
み
が

可
能
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

　
各
市
場
の
動
向
は
、
近
く

開
設
予
定
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
事

務
所
を
含
む
海
外
事
務
所
の

所
長
ら
が
解
説
し
た
。

　
訪
日
需
要
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
中
国
市
場
に
関
し
て

は
、
北
京
事
務
所
の
伊
地
知

英
己
所
長
が
、
昨
年
９
月
以

降
、
毎
月
連
続
し
て
過
去
最

高
の
訪
日
数
を
記
録
し
て
い

る
こ
と
か
ら
「
尖
閣
諸
島
国

有
化
に
よ
る
影
響
は
ほ
ぼ
解

消
さ
れ
た
」
と
指
摘
。
安
倍

首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
の
影

響
に
つ
い
て
は
「
現
地
旅
行

会
社
な
ど
に
よ
れ
ば
、
一
部

を
除
き
、
春
節
ツ
ア
ー
に
大

き
な
影
響
は
な
い
」
と
の
見

方
を
示
し
た
。

　
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ

ー
は
１
月

日
、
「
第
３
回

学
生
観
光
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
審
査
結
果
を
発
表
し

た
。
最
優
秀
賞
（
観
光
庁
長

官
賞
）
に
は
、
尾
羽
伸
紘
さ

ん
（
桜
美
林
大
学
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
学
群
数
学
専
攻
４

年
）
の
「
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
た
、
地
方
地
域

の
発
展
に
導
く
た
め
の
『
鉄

道
観
光
モ
デ
ル
』
の
提
案
」

が
選
ば
れ
た
。

　
優
秀
賞
（
日
本
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
会
長
賞
）に
は
、

森
山
真
稔
さ
ん
、
大
浅
希
衣

さ
ん
、
野
原
紬
さ
ん
、
柳
橋

理
子
さ
ん
（
明
治
大
学
経
営

学
部
公
共
経
営
学
科
菊
池
ゼ

ミ
３
年
）
に
よ
る
「
集
約
型

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

伝
統
的
景
観
の
形
成
と
観
光

立
国
の
推
進
戦
略
に
関
す
る

研
究
～
美
し
い
町
〝
な
み
〟

が
も
た
ら
す
に
ぎ
わ
い
の

〝
な
み
〟
～
」
が
、
優
秀
賞

（
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連

盟
会
長
賞
）
に
は
、
「
日
本

に
お
け
る
観
光
系
大
学
の
役

割
～
な
ぜ
観
光
系
大
学
の
学

生
の
観
光
産
業
界
へ
の
就
職

率
は
低
い
の
か
～
」
が
そ
れ

ぞ
れ
決
ま
っ
た
。

　
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、

一
橋
大
学
の
学
生
を
含
む
、

全
国
の
大
学
、
短
期
大
学
、

専
門
学
校
の
学
生
か
ら
全


編
の
応
募
が
あ
り
、

人
の

審
査
委
員
に
よ
る
最
終
審
査

を
経
て
、最
優
秀
作
品
１
編
、

優
秀
賞
２
編
の
合
計
３
編
、

賞
金
総
額
１
０
０
万
円
の
受

賞
者
が
決
ま
っ
た
。
審
査
委

員
に
は
各
論
文
提
出
者
の
氏

名
、学
校
名
は
知
ら
さ
れ
ず
、

内
容
の
み
を
評
価
し
た
。

　
表
彰
式
は
２
月

日
に
第


回
国
際
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ

ン
シ
ョ
ー
会
場
（
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
）
で
行
う
。

　
審
査
委
員
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。

　
中
村
裕
（
審
査
委
員
長
・

日
本
ホ
テ
ル
協
会
元
会
長
）、

石
原
大
（
観
光
庁
観
光
産
業

課
長
）
、
石
川
尅
巳
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
元
常
勤
監
査
役
）
、
鈴
木

勝
（
桜
美
林
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
群
教
授
）、

山
上
徹
（
同
志
社
女
子
大
学

現
代
社
会
学
部
特
任
教
授
）、

中
山
智
雄
（
全
日
本
シ
テ
ィ

ホ
テ
ル
連
盟
専
務
理
事
）
、

小
山
正
宣
（
日
本
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
理
事
長
）
、
阿

部
貞
三
（
柴
田
書
店
取
締
役

編
集
企
画
部
長
）
、
太
田
進

（
オ
ー
タ
パ
ブ
リ
ケ
イ
シ
ョ

ン
ズ
社
長
）
、
江
口
英
一

（
観
光
経
済
新
聞
社
企
画
推

進
部
長
）


